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はじめに
わが国において小児，成人を問わず肥満が社会的に閣
調査方法
1.対 象
題視されてきたのは，乙乙20年から30年来の乙とである。 大阪市東成保健所Iζ健康診断のために来所した l歳6
とくに小児肥満のうち学童肥満は，成人肥満を経て心血 カ月児と 3歳児，および向保健所管轄内の大阪市立幼稚
管系，内分泌系，代謝系を中心とする成人病に繋がる危 闘ならびに保健所各3カ所の 4，5歳児の計459名であ
険が高いという乙とで，成人病発生予防の視点から対策 る。
の必要性が唱えられ1)主として学重を対象として多く Kaup指数による今村5)の判定基準(表 1)に基づい
の研究がなされてきた。これに対して幼児肥満は放置し
ていても自然に軽快することが多く ，あまり問題がない 表1 k a u p指数による体格分類
とされ充分に検討されてこなかったの。
ところが最近，幼児期の肥満が解消されずに学童期の
高度肥満へ移行する例が少なくないということが明らか
になり3) 成人肥満発生要因の起源は，すでに幼児期の
栄養摂取にあるとする見解りが支持を得るようになって
きた。
本研究でも，よい食行動を習慣づけるためと，食生活
に由来する疾病を予防するためには，幼児期からの食事
と健康管理が大切であるという認識に立って，肥満発生
予防対策を考えるための資料を得るために，大阪市にお て対象児を肥満傾向児，普通児，痩せ傾向児lζ分類した。
ける幼児肥満の実態を調査した。その結果，肥満と痩せ 性別，年令別，体格別人数は表2に示す通りである。
がほV同じ頻度で存在し両者が共存している乙とが認め とζろで，わが国の小児科領域で従来Kaup指数とし
られた。 て使われてきた体格指数の一つ豊喜共唱をKaup指数身長 (m)~ -
と乙ろで肥満の発生には各種の要素が複雑に関与して と呼ぶのは誤りであるということが， 1984年に鈴木のに
いる。 乙れを分析する乙とによって肥満発生予防に何ら より指摘されて以来，乙の指数をBM 1 (Body Mass 
かの情報が得られるのではなし、かと考え，今回は体格別 Index)として記す論文7)が増えてきているが，小児科
に食生活像と家庭環境，身体愁訴を比較し肥満傾向幼児 領域ではまだ統ーした見解が出されていないので，本論
に共通してみられる特徴があるかどFうかを調べた。 文では従来通りKaup指数とした。
*大阪市立大学生活科学部児童保健 * 1大阪市立大学生活科学部児童学科昭和63年卒業
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主ペ空 やせ傾向 普 通 肥満傾向
l 歳6カ月 15.5 未満 15.5 以上 17.5 以上
17.5 未満
3 歳 15 未満 15 以上 17 以上
17 未満
4. 5 歳 14.5 未満 14.5 以上 16.5 以上
16.5 未満
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表2 年齢別性別体格別人数
じピ 肥満傾向 普 通 痩せ傾向
1歳6カ月 1 3 2 6 7 
男
3歳 4 2 7 1 4 
4歳 1 1 4 5 1 4 
5歳 1 3 5 3 1 3 
l 歳6カ月 6 2 2 1 0 
女
3歳 8 2 1 9 
4歳 1 4 2 3 2 1 
5歳 1 7 4 1 2 7 
」 」 ー
2.方 法
調査方法 1歳6カ月児， 3歳児lζついては，保健所
から保護者に調査用紙を事前に送付し健診時iと回収した。
4. 5歳児については幼稚園，保育所を通して調査用紙
を保護者K手渡し一週間後回収した。このうち回答記載
lζ不備のないものを分析対象とした。
各保護者に質問紙記入と食事記録を依頼した。 l日iζ
食べた食事および、間食の内容と目安量の記録をもとに，
四訂食品成分表を用いて l日総エネJレギー摂取量，蛋白
質熊取置を概算した。また既報8)の食物診断表を用いて
摂取食品数と栄養バランス点を算定した。さらに摂取食
表3 体格別栄養摂取量，摂取食品数栄養バランス点
性 年令 体格 エネノレギー 蛋白質g 摂 取 栄養
Kcal 食品 数 バランス点
男
肥満傾向 1.110.7土189.4 38.0土 8.417.l:t 4.7 4.8土1.5
1 歳
普通 1，010.0土221.8 38.9土11.414.7土 2.7 4.3土2.1
6カ月
やせ傾向 974.6土167.4 35.9:t 2.3 13.7:t 3.5 4.3土2.1
肥満傾向 1，438.8土416.6 37.4土 9.814.8土 2.1 2.8土0.5
3 歳 普 通 1.405.3士268.1 37.4士 6.314.6士 3.9 3.7土1.3
やせ傾向 1.458.4土214.7 37.9士 7.715.1土 5.1 3.6:tl.6 
肥満傾向 1，535.0土412.344.2土14.416.1:t 4.3 3.9:t2.4 
4 歳 豆目温" 通 1. 270.0土129.038.5士 8.015.1土 3.7 4.0士1.5
やせ傾向 1，489.1土308.241.7:t 8.3 16.3:t 3.9 4.6士2.3
肥満傾向 1，364.4土444.342.3土 7.616.5:t 8.4 3.8土1.2
5 古美 普 通 1，475.4:t372.3 40.8士12.715.5士 6.9 4.0士1.8
やせ傾向 1.538.2土607.542.4士10.016.2士 4.0 3.8土1.4
女
肥満傾向 1.002.3士113.8 31.1土 5.417.0:t 4.7 4.8:t1.3 
1 歳
普通 1， 006.4:t 265. 7 31.8士 9.214.5士 3.8 3.9土1.4
6カ月
やせ傾向 983.1土351.7 32.6土 9.513.8土 2.5 3.6土1.8
肥満傾向 1，379.5土261.236.8土 7.715.4:t 2.3 4.0士0.5
3 歳 s日IL 通 1.295.3土247.735.7:t 6.7 14.7:t 3.0 3.6:t1.0 
やせ傾向 1.370.0土190.436.1土 6.012.6土 3.0 3.9:t1.3 
肥満傾向 1，371. 7土332.138.9土 9.814.3土 9.7 4.3土2.9
4 歳 主E企'ι 通 1.375.5士475.940.2土 9.313.9土 3.3 3.7土1.4
やせ傾向 1.486.1土435.540.7士 9.915.7士 6.4 4.2士1.8
肥満傾向 1，286.0:t344.2 40.3士 8.215.5士 4.0 3.6士1.6
5 歳 普 通 1，340.5土327.239.2土 8.715.5士 5.0 3.6士1.5
やせ傾向 1 ， 371 .5:t 362.6 39.3士 9.115.1士 3.8 4.0士1.9
※ 栄養バランス点
10点満点
(2 ) 
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品の種類についてのデータを得た。
質問の内容は対象児の身長，体重，身体愁訴の有無，
家庭環境，娯食状況についてである。
調査時期;昭和61年 5月， 6月である。
調査結果
1. 体格別エネルギーおよび蛋白質摂取量， 摂取食品数
栄養バランス点
性別，年令別，体格別に 1日のエネノレギーおよび蛋白
質炭取量，摂取食品教.栄養バランス点を集計し，その
平均値を表31C示した。 l歳6カ月の肥満傾向群男児の
エネルギ一度取量が普通群，痩せ傾向群にくらべて有意
に(P<0.05)多かった以外は，男女，各年令群ともい
ずれの数値も体格問iζ有意の差はみられなかった。
2. 体格別食品群~Il摂取者率
肥満傾向群の食品撰取の傾向あるいは特徴を捉えるた
めに，体格別食品群別摂取者率を調べた。尚，統計的比
較をするためには対象数は，できるだけ多い方が望まし
いので， 1歳6カ月と 3歳児を一緒にして年少群， 4歳
と5歳児を一緒にして年長群とし二つの年令群に整理し
た，体格別平均年令は，年少群では肥満傾向群2.1土0.7
歳，普通群2.3土0.7歳，痩せ傾向群2.4士0.7歳，年長
群では肥満傾向群，普通群が4.6土0.5歳，痩せ傾向群
14.5土0.5歳で体格別間K有意差はなかった。
年少群における体格別食品群別摂取者率は図 1K示す
ように肥満傾向群の朝食の卵類，昼食の肉，魚類の摂取
者率が他の二群lζくらべて有意に高かった (P<0.05)， 
つまり肥満傾向群は普通群，痩せ傾向群iζ比べて朝食で
卵類 昼食で肉魚類を探取している者が多かった。
年長群では図2!ζ示すように三食とも食品群別摂取者
率は体格lζよって差はみられなかった。つまり朝，昼，
夕食いずれにおいても，肥満傾向群が普通群，痩せ傾向
群にくらべて撲取している者が多いあるいは少いという
食品群はみられなかった。
3. 体絡別間食摂取状況
間食の摂取量は間食エネノレギー比率(エネルギー摂取
量中，間食からのエネノレギー摂取量の占める割合)で示
した。体格別閉会エネノレギー比率は，表4!ζ示すように
年少群，年長群いずれも体格によって差はなかった。
間食の内容は表5!L示すように，間食として摂取した
食品を，よく似たものをまとめ 7群Iζ分類して示した。
体格別間食の種類別摂取者率は.年少群では肥満傾向群
の牛乳摂取者率が普通辞，痩せ傾向群1:比べて有意に高
値であった。 (P<0.05)年長群では飴，ガム，ケーキ
等の甘味菓子類の摂取者率が，肥満傾向群が普通群，痩
( 3 ) 
表4 体格別間食のエネノレギー比率(第)
同ぞ 肥満傾向児 普通児 痩せ傾向児
年小群 1 8. 0 1 9 . 2 1 9 . 2 
士 11 . 2 土 11 . 7 土 9. 7 
年長群 1 6 . 1 1 4 . 9 1 6 . 1 
土 10 . 1 土 11 . 1 土 12 . 3 
せ傾向群よりも有意に高値を示した。 (P<0.05) 
次iζ体絡にかかわらず摂取エネルギー盈によって，間
食の種類別摂取者率がどのように変化していくかを検討
した。 ζとで摂取エネルギー量の多少を性別，年令別栄
養所要量(昭和60)に対する充足率によって区分した。
つまり充足率80~ち未満(過少エネルギ一群)， 80%以上
120%未満(適正エネルギ一群)， 1 20~ぢ以上(過剰エネ
ルギ一群)とした。表6!L示すように過剰エネルギ一群
は適正エネルギ一群IC比べて，年少群では牛乳の摂取者
率が1%の危険率で有意IL高かった。年長群では甘味菓
子類，塩味菓子類を摂取している者が，それぞれ59ぢの
危険率で有意に多かった。
4. 体格別筏取食状況，家庭環境
小児肥満の治療，予防Kはエネルギー摂取量や食事内
容だけではなく生活全体としての杷握が必要であること
が強調されているの。そ乙で次に摂取状況および家庭環
境と体格との関連を検討した。表 7IC示すように，本調
査では年少群，年長群とも娯取状況は体格によって差は
みられなかった。また家庭環境についても表81:示すよ
うに各体格聞に有意の差はみられなかった。
5. 体絡別身体愁訴
各種身体愁訴「はし、Jの頻度を体格別!L比較した。表
91C示すように年少群の肥満傾向群では痩せ傾向群にく
らべて食欲にむらのある者が危険率 15ぢで有意に少なかっ
た。その他の身体愁訴率については，年少群，年長群と
も体格によって差はみられなかった。
考 察
近年，老年人口の増加に伴い成人病と呼ばれる疾患の
占める割合が急増し，その予防に関心が向けられている。
動脈硬化を基盤とする循環器疾患などの成人病の発生起
源が小児期lとあるとする見解が多くの支持を得るに至り.
「成人病の予防は小児期から」の保健管理が重要とされ
ている1O~乙のためには，まずリスク因子を発見する乙
とが必要である。
本調査で肥満傾向群，普通群，やせ傾向群の三つのグ
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表5 間食の種類と体格別熊取者率
分類 摂取食品名 年少群
肥満傾向
n = 31 
巣物 りんごさくらんぼみかんびわ 17 
グレープフルーツ すいかぶどう (54.8) 
レモン もも パイナップノレ いちじく
キウイ ばなないち乙 プラム
干ぶどう
牛乳 牛乳 19本
(61.3) 
甘味 ジュース カノレピス ヤクノレト ココア 1 
飲料 フルーツ牛乳 コーヒ牛乳 シエイク (35.5) 
甘味 飴ガムケーキパウムクーへン 8 
菓子 ドーナツ ビスケット クッキー (25.8) 
チョコレ トー 7~ノュマロ クレープ
カップケーキ ホットケーキ もなか
ウエハース おはぎまんじゅう
だんご シュ。クリーム わらびもち
とζろてん
塩味 おかきせんべい コーンフレーク 9 
菓子 スナック菓子クラッカー，ポップコーン (29.0) 
冷菓子 シューアイス アイスクリーム ポンチ 1 
プリンゼリーバフエ ヨークツレ ト (35.5) 
パパロアかき氷みつ豆
その他 鶏肉からあげバンさつまいも餅 3 
焼き飯チーズ うどんにぬき卵 ( 9.7) 
ラーメン とうもろ乙し お好み焼き
たと焼
Jレー プlζ分けて解析した結果， 1才6カ月男児以外では，
l日のエネノレギーおよび蛋白質摂取量は体格によって差
がなく，肥満傾向務が必ずしも多くの栄養紫量を摂って
いるわけではない乙とが示された。
(6 ) 
普通 痩せ傾向
n = 96 n = 40 
45 8 
(46.9) (20.0) 
42 16 
(43.8) (40.0) 
36 19 
(37.5) (47.5) 
25 15 
(26.0) (37.5) 
15 7 
(15.6) (17.5) 
50 17 
(52.0) (42.5) 
8 4 
( 8.3) (10.0) 
年長群
肥満傾向 普通 痩せ傾向
n = 55 n =162 n = 75 
18 73 34 
(32.7) (45.1 ) (45.3) 
13 32 15 
(23.6) (19.8) (20.0) 
18 37 20 
(32.7) (22.8) (26.7) 
25本 46 19 
(45.5) (28.4) (24.3) 
13 25 12 
(23.6) (15.4) (16.0) 
23 82 31 
(41.8) (52.4) (41.3) 
3 15 12 
( 5.5) ( 9.3) (16.0) 
( )は各群別人数IC対する労
* P =<0.05 
昭和52年から 3年間にわたる厚生省心身障害研究組織
の幼児肥満研究班の調査1)や，その後の本島ら2)の調
査でも肥満度が高L、からといって，エネルギー摂取量は
必ずしも多くないことが報告されている。
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表6 エネルギー摂取充足率別間食種類別摂取者率
年令 年 少 群 年 長 群
足率 80%未満 80%以上 120%以上 80~ぢ未満 80%以上 120~彰以上
120%未満 120%未満
種類 n =34 n = 116 n = 17 n =97 n =151 n =44 
果 物 14 (41.2) 50 (43.1) 6 (35.3) 37 (38.1) 65 (43.0) 23 (52.3) 
牛 乳 8 (23.5) 55 (47.4) 14 (82.3)本本 13 (13.4) 33 (21.9) 14 (31.8) 
甘味飲料 10 (29.4) 48 (41.4) 8 (47.1) 17 (17.5) 47 (32.1) 1 (25.0) 
甘味菓子 4 (11.8) 36 (31.0) 8(47.1) 22 (22.7) 48 (32.8) 20 (45.5) * 
塩味菓子 2 ( 5.9) 25 (21.6) 4 (23.5) 14 (14.4) 23 (15.2) 13 (29.5)* 
冷 菓 子 15 (44.1) 54 (46.6) 9 (52.9) 46 (47.4) 65 (43.0) 19 (43.2) 
そ の {也 1 ( 2.9) 13 (11.2) 1 ( 5.9) 8 ( 8.2) 19 (12.6) 3 ( 6.8) 
( )は各群の総数1:対する勿
ホ P<0.05 .ホホ P<O.OI
表7 体格別侵食状況
:ごを 年少群 年 長 群肥満傾向普 通痩せ傾向 肥満傾向 普 通 痩せ傾向n =31 I n =96 I n =40 n =55 n = 162 n =75 
朝食を時々食べない 7 (22.5) 36 (37.5) 16 (40.0) 12 (21.8) 12 (16.0) 12 (16.0) 
牛乳を飲んでいない 1 ( 3.2) 5 ( 7.8) 1 ( 2.5) 8 (14.5) 14 (18.7) 14 (18.7) 
甘味飲料を欲しがる 15 (48.4) 41 (42.7) 13 (32.5) 27 (49.1) 31 (41.3) 31 (41.3) 
時に与える
間食を欲しがる時に 13 (41.9) 41 (42.7) 1 (27.5) 25 (45.5) 27 (36.0) 27 (36.0) 
与える
朝食を子供だけで 3 ( 9.7) 20 (20.8) 1 (27.5) 12 (21.8) 12 (16.0) 12 (16.0) 
食べる
夕食を子供だけで 4 (12.0) 14 (14.6) 8 (20.0) 3 ( 5.5) 4 ( 5.4) 4 ( 5.4) 
食ベる
( )は各群の総数に対する%
食事内容の質的面でも，幼児の場合，極度の場合は別
にして，肥満との明敏な関連性は認められていないllh
本調査の摂取食品数，栄養バランス点，食品群別照取
者率の結果も，年長群 (4.5歳)では体格1:よって差は
みられなかった。年少群(1才6カ月. 3歳)でも摂取
食品数，栄養バランス点は体格によって差はみられなかっ
たが，食品群別摂取者率については，肥満傾向群は普通
群，痩せ傾向群にくらべて朝食で卵類，昼食で肉魚類の
動物性蛋白質食品を摂取している者が多く，むしろ望ま
しい食事内容であった。
と乙ろで，肥満者では食行動iζ肥満の原因がひそむこ
とが少なくなし、。そのーっとして間食の不規則際取，過
君主l炭取とくに甘味菓子類の過剰摂取を街摘する報告がみ
られる12)が，本調査では不規目I]lC間食を摂取している
者の頻度や，間食摂取量を示す間食エネルギー比率には，
年少群，年長群とも体格によって差はみられなかった。
( 7 ) 
その他，食行動の問題点として指摘されている朝食欠
食，親不在の食事13)，14)についても調査したが，肥満傾
向群に際立った差はみられなかった。
しかし，間食の内容では年長群において，肥満傾向群
??? ? 児童学
表8 体格別家庭環境
c詩 年 少 群 年 長 群肥満傾向 普 通 痩せ傾向 肥満傾向 普 通 痩せ傾向n =31 n =96 n =40 n =55 n =162 n =292 
家族形態
核家族 25 (80.6) 66 (印.8) 28 (70.0) 44 (80.0) 130 (80.2) 56 (74.7) 
複合家族 6 (19.4) 30 (31.2) 12 (30.0) 1 (20.0) 32 (19.8) 19 (25.3) 
家族数
4人以下 20 (64.5) 57 (59.4) 19 (47.5) 22 (40.0) 86 (53.0) 40 (53.3) 
5人以上 1 (35.5) 39 (40.6) 21 (52.5) 33 (60.0) 76 (47.0) 35 (46.7) 
出生順位
第 l子 16 (51.6) 57 (59.4) 22 (55.0) 25 (45.5) 68 (42.0) 29 (38.7) 
中間子 1 ( 3.2) 7 ( 7.3) 2 ( 5.0) 9 (16.4) 25 (15.4) 8 (10.7) 
末子 14 (45.2) 32 (33.3) 16 (40.0) 21 (38.1) 69 (42.6) 38 (50.6) 
母親の就労
無 験 21 (67.7) 70 (72.9) 31 (77.5) 27 (49.1) 72 (44.4) 32 (42.7) 
有 職 10 (32.3) 26 (27.1) 9 (22.5) 28 (50.9) 90 (55.6) 43 (57.3) 
就寝時刻
pm9以前 10 (32.3) 23 (24.0) 16 (40.4) 23 (41.8) 49 (48.8) 36 (48.0) 
pm9以後 21 (67.7) 73 (76.0) 24 (60.0) 32 (58.3) 83 (51.2) 39 (52.0) 
( )は各群別人数に対する%
表9 体格別身体愁訴 (はい)の頻度
lR 年少群 年 長 群肥満傾向普 通痩せ傾向 肥満傾向 豆田世 通 痩せ傾向n =31 I n =96 I n =40 n =55 n =162 n =75 
風邪をひきやすい 11 (35.5) 20 (20.8) 14 (35.0) 15 (27.3) 46 (28.4) 24 (32.0) 
熱をだしやすい 4 (12.9) 13 (13.5) 8 (20.0) 8 (14.5) 24 (14.8) 16 (21. 3) 
下痢をしやすい 3 ( 9.7) 4 ( 4.2) 4 (10.0) 2 ( 3.6) 7 ( 4.3) 5 ( 6.7) 
便秘しやすい 4 (12.9) 12 (12.5) 1 ( 2.5) 4 ( 7.3) 13 ( 8.0) 10 (13.3) 
湿疹ができやすい 7 (22.6) 21 (21. 9) 6 (15.0) 13 (23.6) 41 (25.3) 12 (16.0) 
食欲にむらがある 10 (32.2) 49 (51.0) 25 (62.5) 22 (40.0) 87 (53.7) 40 (53.3) 
虫歯が3本以上ある 3 ( 9.7) 9 ( 9.4) 5 (12.5) 14 (25.5) 59 (36.4) 22 (29.3) 
(治療済みを含む)
( )は各群別人数に対する%
(8 ) 
平野他:肥満傾向幼児の食生活像 -263-
IC甘味菓子績を倶取している者が，善通群，痩せ傾向群
IC比べて多くみられた。
糖質は消費エネルギー以上に摂り過ぎると肥満につな
がる。糠質の中でも砂糖は体内で脂肪K移行しやすく，
砂絡の綴り過ぎは特K肥満lとつながりやすL、。また一方
で肥満者ICは甘味執着性の強い者が多いζとが知られて
いる。甘味執着群は血中コレステローノレ， トリグリセリ
ドが対照群に比べて高値であり微少血管障害を進行させ
やすいといわれる。乙の点からも砂糖の摂り過ぎの幣筈
15) が強調されている 。人聞の食習慣や食物に対する噌好
はかなり低年令期の食生活から決定される16)ので.甘
味への過度の晴好を形成してしまう乙とを防ぐためにも，
幼児期から食生活への適切な配慮が必要であると考える。
以上のような年長肥満傾向群の間食内容の特徴IC対し
て年少肥満傾向群では，普通群，痩せ傾向群IC比べて牛
乳妓取者率が有意に高かった。
仮本ら17)は学奄肥満児の食物，栄養摂取の特徴を調
査し，肥満度が高いからといって，エネルギー倶取1訟は
必ずしも多くはない乙と，しかし肥満度にかかわらずエ
ネルギーの摂取畳が増えると朝顔，砂糖，果物，菓子類，
晴好飲料の奴取量が増加するととを認めている。本調査
でも，過剰エネノレギー摂取群は適正エネノレギー摂取群に
比べて，年少群では牛乳の摂取者率が有意に高く，年長
群では甘味菓子類やスナック菓子類の摂取者率が高かっ
た。乙れらの結果から，年少肥満傾向群はエネルギー源
として牛乳が高比率を占める者が多い乙とが推察され望
ましい間食内容であった。乙れに対して年長肥満傾向群
はエネルギー源として菓子類の占める割合の大きい者が
多い乙とが推察された。 1日のエネルギー筏取量の平均
値は体絡によって差はみられなかったので，間食を含め
て食事のutよりも質的内容が肥満発生と関連がある乙と
が示唆された。
肥満の成立には以上のような食事因子だけではなく，
日常生活習慣や家庭の環境要因も大きく影響している18)
といわれているが，本調査では肥満傾向群と普通群.痩
せ傾向群の家庭環境の間IC差はみられなかった。
以上の結果から，幼児期における肥満予防の対策とし
て， 1 成6カ月， 3歳児lζ対しては，いたずらに神経質
になる必要はない。一方4. 5歳児lζ対しては間食の内
容とくに砂糖の過剰探取に気をつける乙とが大切で，乙
のζとが肥満予防対策の食生活面からの重要な決め手で
はないかと思われた。
ともあれ本調査の対象の肥満傾向児，痩せ傾向児のほ
とんとは発育過程にみられる現象で，問題のない子ども
であると思われる。とくに幼児期の痩せ傾向は原則とし
(9) 
て気にする必要はない19)が，今回の調査で年少群にお
いて，n町商傾向群の方が，普通群，痩せ傾向群iζ比べて.
むしろ食生活像.食欲などが良好であった乙とを考える
と.肥満が問題視される最近の風潮の中で「ふとるより
はやせる方がよいJといった極端な考えに陥らないよう
に，幼児の食事は肥満，痩せの両方に留意し，よい食行
動を習慣づける乙と，とくに砂糖を照り過ぎないように
注窓する ζとが大切ではなし、かと恩われた。松浦ら14)
も肥満を排斥しようとする社会的風潮がζどもに与える
影響について十分留意する必要があると述べている。
ま とめ
肥満発生予防対策のー資料とするために， 11設6カ月.
3歳， 4歳， 5歳児計459名を対象として，幼児肥満の
実態を調査した。対象を肥満傾向.普通，痩せ傾向の三
群に分類し食生活像，家庭環境を体絡_81jζ比較した。そ
して肥満傾向幼児lζ共通してみられる特徴があるかどう
かを調べた。その結果
1)年少肥満傾向群 (1歳6カ月， 3歳)では，普通群
痩せ傾向野IC比べて，朝食で卵類，昼食で肉魚類，間
食で牛乳を摂取している者が多く，むしろ望ましい結
果であった。
2)年長肥満傾向群(4歳， 5歳)では，普通群，痩せ
傾向群IC比べて間食で甘味菓子類を摂取している者が
多かった。
3)その他の食品群の摂取者率，エネルギーおよび蛋白
賀県取髭，摂取食品数，栄養バランス点間食のエネ
ルギー比率は，年少，年長とも肥満傾向群と他の二群
との聞に差はみられなかった。
4)朝食の摂食，間食の規則性，食事の共有等の摂食状
況および家辰数，家族形態，出生順位，母親の就労の
有無.就寝時五IJ等の家庭環績については いずれも肥
満傾向群と他の二群との聞にお持切なかった。
5)年少肥満傾向群では普通群，痩せ傾向群に比べて食
欲iとむらのある者が少なかった。その他の風加，発熱
下痢，便秘，湿疹，虫歯，等K関する愁訴率は年少，
年長群とも体格ICよって差はみられなかった。
稿を終わるにあたり，調査に御協力いただきました大
阪市東成保健所の職員の方々ならびに東成区内の各幼稚
園，保育所の諸先生IC心から感謝申し上げます。
本論文の一部は昭和63年第35回日本小児保健学会にお
いて発表した。
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Summary 
For the prevention of morbid obesity， 459 chi1dren (1 h-， 3ー，4-and 5 years old) were surveyed by using question-
naire sheet about the dietary intake (food consumption， number of ingested food item， enetgy and protein intake， 
nutritional balance et al) about home environments (omission of breakfast， habit of irregular intake of snacks， fami1ial 
structure， whether or not their mothers are working et al). We divided the children into three physique groups， obese， 
normal and learn physique. 
百leresults were as fol1ows. 
1) No difference was recognized in home environments among three physique groups in al age. 
2) As for their dietary intake， no difference was noted in the physique of 1弘一and3 years old chi1dren. 
3) In obese group of 4-and 5 years old chi1dren， there were more who have taken food which contained amount of 
sugar than in norma1 or lean groups. 
4) We have therefor discussed causative factors of morbid obesity and pointed out that we have to take care about 
excessive intake of sugar for 4 and 5 yね rsold chi1dren. 
(10) 
